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Pick Up
今月のイベント

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

と
本
町
は「
災
害
時
に
お
け
る
情
報

交
換
に
関
す
る
協
定（
リ
エ
ゾ
ン
協

定
）」を
締
結
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
的
確
か

つ
迅
速
な
災
害
対
応
支
援
を
実
施
す

る
た
め
、
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
各

自
治
体
災
害
対
策
本
部
に「
リ
エ
ゾ

ン（
災
害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員
）」

を
派
遣
し
、
積
極
的
な
情
報
の
収
集

と
提
供
に
あ
た
る
制
度
。

　

同
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
も

東
北
地
方
の
自
治
体
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ―

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
や
災
害
対
策
車
な
ど
の
派

遣
、
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

　

調
印
式
は
２
月
29
日
、
町
役
場
で

執
り
行
わ
れ
、
町
か
ら
は
前
後
公
町

長
、
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
は
熊
谷

順じ
ゅ
ん

子こ

郡
山
国
道
事
務
所
長
が
出
席

し
た
。

　

前
後
町
長
は「
災
害
時
の
対
応
や

復
旧
な
ど
に
お
い
て
、
大
変
心
強
い

協
定
。
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

有
事
に
備
え
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
熊
谷
所
長
が
協
定
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
た
。

※
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
。
大
規
模
自
然
災

害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
、
被
災
自
治
体
の
災
害
応
急
対
策（
被

害
状
況
の
調
査
、
被
害
の
拡
大
防
止
）に

技
術
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。
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今月の表紙
吾妻小学校入学を控え
た幼稚園・保育所の年
長児と 1 年生の交流会
は 2 月 24 日、同校で
開かれました。朝ごは
んや食事の大切さを伝
える紙芝居を、笑顔で
見つめていた吾妻幼稚
園の阿部悠

は る

翔
か

くん。も
ちろん給食は残さず食
べました。

【撮影日】　2 月 24 日
【撮影場所】　吾妻小学校

【目次】

※

守りたい
未来のために―

地域力を育む
特集
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昨
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分―

、

震
度
６
弱
と
い
う
強
い
揺
れ
が
本
町

を
襲
っ
た
。
町
内
各
地
で
住
宅
、
商

店
や
土
蔵
な
ど
が
損
壊
し
、
道
路
や

上
下
水
道
施
設
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
停
電
、
断
水
、
通
行
止
め
に

加
え
、
電
話
や
携
帯
電
話
も
通
じ
に

く
く
な
る
な
ど
、
各
地
で
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
輸
送
路
が
断

た
れ
た
た
め
流
通
は
停
止
。
燃
料
や

物
資
不
足
も
発
生
す
る
な
ど
生
活
は

混
乱
を
極
め
た
。

　

そ
こ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
だ
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
放
射

性
物
質
飛
散
の
恐
怖
は
、
日
本
中
を

震
撼
さ
せ
た
。

　

本
町
で
は
、
沿
岸
部
の
市
町
村
の

よ
う
な
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

96
棟
の
建
物
が
全
壊
、
半
壊
・
一
部

損
壊
は
１
３
９
３
棟
に
上
る
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
死
者
は
な
く
、

け
が
人
も
１
人
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、

不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
他
の
地
域

と
比
べ
、
空
間
放
射
線
量
が
比
較
的

低
か
っ
た
本
町
に
は
、
町
外
か
ら
避

難
者
が
殺
到
し
、
そ
の
数
は
一
時

３
０
０
０
人
以
上
に
も
上
っ
た
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
の
深
刻
な
被
害

は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
毎
日
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
の
は
、
自
分
た
ち
も
被
災
し
な

が
ら
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
何

か
を
し
よ
う
と
い
う
町
民
の
姿
。
震

災
直
後
か
ら
活
動
し
た
消
防
団
、
地

区
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ

た
子
ど
も
た
ち
や
事
業
所
な
ど
、
数

え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

　

町
民
一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
、

互
い
の
た
め
、
避
難
者
の
た
め
に
行

動
し
た
。
強
さ
と
細
や
か
な
や
さ
し

さ
に
あ
ふ
れ
た
支
援
は
、
行
政
に
は

な
い
力
を
発
揮
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が

猪
苗
代
町
民
が
持
つ
住
民
力
。

　

東
日
本
大
震
災
は
不
幸
な
出
来
事

だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
絆
の
大
切
さ
、
そ
し
て

町
民
が
持
つ
住
民
力
を
再
認
識
す
る

機
会
で
も
あ
っ
た
。

　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」

互
い
を
思
い
や
っ
た
あ
の
気
持
ち
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。　

2011 年４月号　No.606
地震発生直後から町民の皆さんが活躍した
様子などを伝え、まずは自分の身を守るこ
と、次に地域で協力し合い助け合うことの
大切さなどを訴えた

2011 年５月号　No.607
最も多いときには 3000
人以上が避難していた本
町。避難者と町民の関わ
りなどを紹介するととも
に、私たちにできること
はなんだろうと考えた

2011 年６月号　No.608
信頼していたものが崩れた時、そこからの
復興にも信頼が重要だった。信頼できる正
しい情報がほしい。信頼されるものを作り
続けたい。信頼とは何かについて考えた

2011 年７月号　No.609
いろいろな想いで、人と人とがつながる。
人と人とのつながりには、想像を超える力
がある。そのつながりを育てていけば、や
がて絆が生まれる

2011 年８月号　No.610
子どもたちは、震災で何を感じ、何を考え
たのか、青少年の主張猪苗代大会の発表内
容を抜粋。子どもたちの心の動きや行動か
ら、復興へのヒントを探った

2011 年 10月号    No.612
震災後、本町ではさまざ
まなイベントが開催され
た。それらを通して、自
分たちから積極的に情報
や元気を発信する町民の
姿を紹介した

広報で振り返る東日本大震災

2011 年９月号　No.611
本町に避難しながら、全国制覇を果たした
富岡一中の生徒たち。その頑張りは、両町
民だけでなく、多くの県民を励ました

2011 年 11月号　No.613
町民はどうしたいのか、
行政に何を求めるのかを
町民の皆さんに聞いた

2011 年 12月号　No.614
名君と呼ばれた保科正之公の生涯を紹介。
その能力や人物などから、復興への鍵とな
るヒントなどを探した

2012 年１月号　No.615
震災で見直された人と人
との絆。親と子という最
初の絆の大切さを伝えた

2012 年２月号　No.616
震災後、初めての成人式。復興を担ってい
く新成人に、現在の心境、夢や復興への思
いなどを聞いた

震災後の４月号から、広報猪苗代では
いろいろな角度から震災の特集を組み、
前向きに頑張る町民の姿を紹介してきた。
広報の特集を通して、
震災からの一年を振り返る。

発揮された
　住民力
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と
こ
ろ
だ
。

　

除
染
計
画
か
ら
、
主
な
も
の
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
す
る
。

○
除
染
対
象
地
区

　

対
象
は
町
内
全
域
。
環
境
放
射
線

量
の
測
定
結
果
に
よ
っ
て
、
高
い
地

区
を
優
先
的
に
除
染
を
実
施
し
ま
す
。

線
量
の
比
較
的
低
い
地
区
内
で
も
、

公
共
性
の
高
い
場
所
や
通
学
路
な
ど

は
優
先
し
ま
す
。
町
内
全
域
の
除
染

に
は
長
い
期
間
を
要
し
、
行
政
だ
け

で
町
内
全
域
を
除
染
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
行
政
区
な
ど
町
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
、
一

緒
に
除
染
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

○
計
画
期
間

　

計
画
期
間
は
28
年
12
月
ま
で
の
約

５
カ
年
間
と
し
、
25
年
12
月
ま
で
の

約
２
カ
年
間
を
重
点
期
間
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

○
除
染
の
目
標

　

最
終
目
標
は
、
推
定
年
間
被

ば
く
線
量
を
年
間
１
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
に
す
る
こ
と（
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
の
一
般
公

衆
の
線
量
限
度
）
で
す
。
町
内

で
生
産
さ
れ
る
米
、
野
菜
、
果

実
や
牛
肉
な
ど
、
す
べ
て
の
農

畜
産
物
お
よ
び
牧
草
、
木
材
、

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物

に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
の
未

検
出
を
目
指
し
ま
す
。

○
除
染
の
安
全
確
保

　

町
民
が
自
ら
安
全
・
確
実
に

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
は
、
今
も
な
お
、
見
え
な

い
災
害
と
し
て
本
町
を
襲
い
続
け
て

い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
の
身
体
や
農
作
物
へ
の
影

響
、
依
然
と
し
て
続
く
風
評
被
害
を

心
配
す
る
声
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
15
歳
以
下
の

児
童
と
妊
婦
へ
の
個
人
線
量
計
の
配

布
や
各
地
区
区
長
会
へ
の
放
射
線
量

測
定
器
の
貸
し
出
し
な
ど
を
実
施
し

て
不
安
の
解
消
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
、
除
染
や
放
射
線
量
の

測
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や

健
康
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
。

除
染
計
画
を
策
定

　

町
内
の
除
染
は
、
本
来
で
あ
れ
ば

国
と
東
京
電
力
が
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
問
題
だ
。
し
か
し
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
国
の
除
染
対
策
を

待
っ
て
い
て
は
、
町
民
の
放
射
性
物

質
に
対
す
る
不
安
は
、
一
向
に
解
消

さ
れ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
実
施
し
て
き
た
町

内
各
地
の
環
境
放
射
線
量
の
測
定
で
、

一
部
の
地
区
で
比
較
的
線
量
が
高
い

場
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

の
た
め
町
で
は
、
町
民
の
不
安
を
解

消
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
除
染
を

実
施
す
る
こ
と
に
決
定
。
除
染
計
画

を
策
定
し
、
春
か
ら
の
除
染
作
業
の

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

可
食
部
を
で
き
る
限
り
細
か
く
み
じ

ん
切
り
に
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密

封
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
検
査

場
所
で
は
切
る
事
が
で
き
な
い
た

め
）。
井
戸
水
な
ど
の
液
体
は
、
よ

く
洗
浄
し
た
不
用
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
正
確
に
検
査
す
る
た
め
に
は
、

１
㍑
の
容
器
を
隙
間
な
く
満
た
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
検
査
す
る
食
品
な

ど
は
１
㌔
ま
た
は
１
㍑
程
度
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
冷
凍
し
た
食
品
な

ど
は
解
凍
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
予
約
と
検
査
受
け
付
け

　

検
査
日
と
時
間
は
、
電
話
に
よ
る

完
全
予
約
制
で
す
。
予
約
は
、
１
人

に
つ
き
１
回
１
品
目
ま
で
。
申
し
込

ん
だ
検
査
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
次

回
以
降
の
検
査
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
検
査

　

予
約
し
た
検
査
日
時
に
、
検
査
す

る
食
品
な
ど
を
持
っ
て
ア
グ
リ
い
な

に
来
て
く
だ
さ
い
。検
査
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
（
身
分
証
明
書
な
ど
に

よ
る
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
）。

○
検
査
結
果

　

検
査
結
果
は
、
検
査
終
了
後
に
検

査
済
の
食
品
な
ど
と
一
緒
に
お
渡
し

し
ま
す
。
検
査
結
果
の
う
ち
、
食
品

な
ど
の
名
称
、
採
取
場
所
、
測
定
年

月
日
や
測
定
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

○
予
約
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
検
査
実
施
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ア
グ
リ
い
な
（
旧
福
島
県
農
業
試
験

場
「
冷
害
試
験
地
」）

☎（
85
）７
１
３
７
（
検
査
専
用
）

風
評
被
害
対
策
は

　　

一
昨
年
は
２
０
０
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
た
本
町
。
し
か
し
震
災

後
、
観
光
客
数
は
激
減
。
一
時
期
、

町
内
か
ら
大
型
バ
ス
の
姿
が
消
え
た
。

　

町
商
工
観
光
課
で
は
、
町
観
光
協

会
な
ど
と
連
携
し
、
首
都
圏
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
、
風
評
被
害
の

解
消
に
全
力
を
注
い
だ
。
効
果
は
９

月
ご
ろ
か
ら
出
始
め
、
昨
年
の
観
光

客
数
は
１
４
７
万
人
台
ま
で
回
復
。

観
光
客
数
の
減
少
を
前
年
比
３
割
ま

で
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

同
課
で
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
県
外
か
ら
の
誘
客

を
図
る
た
め
、
県
外
か
ら
の
宿
泊

者
、
先
着
５
０
０
０
人
に
町
内
で
使

え
る
３
０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券

（
ゆ
き
い
ち
券
）を
配
布
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
。
観
光
客
や

町
内
の
飲
食
店
な
ど
か
ら
も
好
評
を

博
し
て
い
る
。

　

本
町
は
、
放
射
能
災
害
に
は
絶
対

に
屈
し
な
い
。
町
民
の
皆
さ
ん
や
各

種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
要
望
に
全
力
で
応
え
、
こ
の
苦
境

を
乗
り
越
え
て
い
く
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

　
「
家
の
畑
で
と
れ
た
野
菜
は
食
べ

ら
れ
る
の
か
」

　
「
キ
ノ
コ
を
も
ら
っ
た
け
ど
、
食

べ
て
も
大
丈
夫
で
す
か
」

　

町
で
は
、
町
民
が
口
に
す
る
食
品

な
ど
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
放
射
能
簡
易
分
析
装
置
を
使
用

し
、
２
月
23
日
か
ら
食
品
な
ど
の
無

料
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。

○
検
査
対
象

　

自
家
消
費
農
作
物（
家
庭
菜
園
な

ど
）、
山
菜
、
キ
ノ
コ
お
よ
び
そ
の

他
の
自
家
で
消
費
す
る
食
品
や
井
戸

水
な
ど
で
す
。
検
査
が
終
了
し
た
食

品
な
ど
は
返
却
し
ま
す
。

　

出
荷
制
限
お
よ
び
摂
取
制
限
を
受

け
て
い
る
食
品
、
安
全
が
確
認
さ
れ

流
通
し
て
い
る
食
品
、
販
売
目
的
の

食
品
な
ど
は
検
査
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

※
土
壌
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
持
ち
込
み
方
法

　

検
査
す
る
食
品
な
ど
は
、
自
宅

な
ど
で
洗
浄（
調
理
前
の
状
態
）し
、

●阿部　幸
ゆ き

弘
ひ ろ

さん（荻窪）

自宅の畑で収穫した野菜を持ってきた。
放射性物質は心配だが、自分一人が騒い
でどうなるものでもない。自分の身は自
分で守るしかない。猪苗代にいる以上は
しょうがないと思って検査をしている。
町の対応は、すべてにおいて遅いので、
もっと迅速な対応をしてほしい。

自分一人なら気にしないが、２人の娘や
孫のところに送るので検査を受けている。
検査結果については、何ベクレル以下で
はなく、微量でも数値で表してほしい。
放射能問題全般について、国の対応が
はっきりしていないのが不満だ。私たち
にとっては、命がかかっているのだから。

●渡辺　貞
て い

子
こ

さん
　　  （不動）

原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
る
福
島
県
で
は
、

放
射
性
物
質
の
問
題
に
急
い
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

身
体
へ
の
影
響
は
？
農
作
物
へ
の
影
響
は
？

そ
し
て
風
評
被
害
を
ど
う
払
し
ょ
く
す
る
か
。

町
民
や
観
光
客
の
不
安
を
一
刻
も
早
く
解
消
す
る
た
め
、

次
の
一
手
を
打
っ
て
い
く
実
行
力
が

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

前
に
向
か
い
力
強
く
進
ん
で
い
く

求
め
ら
れ
る

実
行
力

除
染
が
で
き
る
よ
う
、
除
染
の
手
法

に
つ
い
て
、
国
・
県
・
専
門
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら「
除
染
マ
ニ
ュ
ア

ル
」を
作
成
し
ま
す
。
今
ま
で
の
放

射
線
量
測
定
値
か
ら
、
短
時
間
の
除

染
作
業
で
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
被
ば
く
を
す
る
こ
と
は
無
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
除
染
事
業
者
・
町

民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
作
業
に
従

事
す
る
人
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
除
去
土
壌
な
ど
の
処
理

　

除
染
に
伴
っ
て
発
生
す
る
土
壌
な

ど（
土
壌
、
草
木
、
ご
み
な
ど
。
以
下
、

除
去
土
壌
等
）は
、
町
が
設
置
す
る

仮
置
き
場
に
運
搬
す
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
除
染

し
た
場
所
の
敷
地
内
に
仮
置
き
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
町
の
仮
置

き
場
に
仮
置
き
し
た
除
去
土
壌
等
は
、

国
が
予
定
し
て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設

が
稼
働
し
だ
い
、
早
急
に
搬
出
す
る

こ
と
と
し
ま
す―

。
な
ど
。

２月 28 日に実施された除染講習会。各行政
区長、PTA 役員や町職員などが出席した。

正確なスクリーニング検査をするためには、
１㌔または１㍑程度の食品などが必要。

Interview
スクリーニング検査を受けて
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Eyes
Hideyuki Watanabe

　

日
本
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
１
年
が
経

過
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
町
の
被
災
を
知
り
、

遠
く
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
長
野

県
伊
那
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
市
町

村
の
支
援
な
ど
に
は
本
当
に
助
け
ら

れ
た
。
日
本
中
、
世
界
中
か
ら
届
い

た
物
資
、
義
援
金
や
人
的
協
力
な
ど

の
善
意
は
、
私
た
ち
は
一
人
で
は
な

い
と
い
う
証
し
だ
っ
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
の
最
中
に
、
多

く
の
人
が
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

の
あ
り
が
た
さ
、
大
切
さ
を
感
じ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
被
災
地
で
あ
る

猪
苗
代
に
避
難
者
が
殺
到
し「
被
災

地
が
被
災
地
を
助
け
る
」と
い
う
事

態
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
本
町
で
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
民
の
活

躍
に
よ
っ
て
、
大
き
な
混
乱
も
起
き

な
か
っ
た
。
町
民
の「
自
分
た
ち
に

で
き
る
範
囲
の
手
伝
い
を
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
は
、
避
難
者
の
心
に

響
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

福
島
第
一
原
発
の
現
状
に
つ
い
て
、

政
府
は
収
束
宣
言
を
出
し
た
。
し
か

し
原
発
事
故
の
影
響
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
収
束
を
迎
え
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

１
年
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
古
里
に
戻

る
こ
と
も
で
き
ず
、
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
福
島

は
、
ま
だ
災
害
の
渦
中
に
あ
る
の
だ
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
復
興
は
、
単
に

建
物
な
ど
を
元
通
り
に
戻
す
こ
と
で

は
な
い
。
震
災
以
前
よ
り
さ
ら
に
素

晴
ら
し
い
猪
苗
代
を
つ
く
る
こ
と
。

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
福
島
県
を
つ
く

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
沿
岸
部
の
市
町
村
と
内
陸
部

の
市
町
村
が
協
力
し
合
い
、
一
緒
に

福
島
の
復
興
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

　

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
復
興
計
画
を

策
定
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
の

５
つ
の
目
標
で
あ
る

①
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

②
地
域
経
済
の
再
興

③
社
会
資
本
基
盤
の
整
備

④
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

⑤
継
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

を
柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り

組
み
、
復
興
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

ど
れ
だ
け
町
民
の
意
見
を
反
映
し
、

町
の
実
情
に
沿
っ
た
復
興
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か―

。
つ
ま

り
町
民
と
町
が
協
働
で
、
こ
の
町
の

地
域
力
を
高
め
る
よ
う
な
成
果
を
上

げ
ら
れ
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

町
民
だ
け
で
は
難
し
い
、
町
だ
け

で
も
無
理
。
町
の
復
興
の
鍵
は
、
町

民
と
町
が
互
い
に
協
力
し
、
協
働
の

中
で
猪
苗
代
の
地
域
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
あ
る
。

特
集　

地
域
力
を
育
む　
　

終
わ
り

この町には
素晴らしい住民力がある。
町も努力を続けていく。
しかし震災からの復興は、
町民だけでも、町だけでも
成し遂げることはできない。
皆さんの意見を施策に反映させ、
互いに高めあうことが必要だ
協働で育てていく地域力―。
この町の、福島県の復興には、
それが欠かせない。

今こそ
地域の力を

住民と町が協働でつくる未来へ

3 月 2 日、町内のスーパーの前でアンケートを実施。
●震災後、変わったこと
●現在の生活について思うこと
●復興のため、私たちに何ができると思うか　
●町の施策への希望　　●その他
などについて、店を訪れた人に聞いた。

郡山市は依然として放射線量が高いが、マスク
をしない人や外で遊んでいる子どもが増えた。
原発事故直後の危機感が薄れているのが怖い。
　　　　　　　　　　（郡山市　20 代　女性）

食べ物の安全性に不安を感じる。
　　　　　　　（50 代　男性）

災害時、電話がつながらない時の対応を
家族で話し合い、ツイッターを覚えた。
　　　　　　　　　　　（40 代　女性）

奥さんの実家が猪苗代の農家。風評被害で苦し
む現状を知っている。東京に戻ったら、自分が
福島のアンテナになって安心・安全を発信する。
　　　　　　　　　　（東京都　20 代　男性）

不安があるのは分かるが、放射線量など科学的
な根拠に基づいて判断をしないと、がれきの撤
去は終わらない。どこかで共有しないと復興は
進まない。　　　　　　　　　（50 代　男性）

国に任せていると復興は進まない。県からどん
どん発信し、国には強い態度で臨んでほしい。
　　　　　　　　　　（郡山市　20 代　女性）

風評被害による観光客減で、仕事が変わった。
行政が主体となって、町民と一緒に復興策を進
めていくことが大切だ。
　　　　　　　　　　　　　　（50 代　女性）

震災後、非常持出袋を備えた。
　　　　　　（80 代　女性）

いろいろな意味で、震災前に戻してもらいたい。
復興のためには、日本全体、世のため、人のた
めになることを自発的にやっていけばいい。　
　　　　　　　　　　　　　　（50 代　男性）

復興策は、みんなでやることが大事。じゃない
と遅くなる。ごみの置き場がなければ、自分の
地域に仮置き場を作るしかないだろう。
　　　　　　　　　　（浪江町　70 代　女性）

原発に代わる電力を考えよう。
　（会津若松市　60 代　男性）

県内全域で除染に取り組むべき。
　　　　　　　（70 代　男性）

ガソリン不足を体験し、半分を切った
らガソリンを入れるようになった。
　　　　　　　　　　（50 代　女性）

観光ＰＲは重要だが、原発問題が終息
しないと、効果が上がらないのでは？
　　　　　　　　　　（40 代　女性）

子どもが小さいので、雪が溶けた後の
放射線量が心配だ。
　　　　　　　　　　（30 代　女性）

避難生活をしている人が、雪で困って
いる。町で何とかできないか。
　　　　　　　　　　（30 代　女性）

この状態はいつまで続くのか
今は将来像が見えない。　　
　　　　　　（30 代　女性）

東京電力で修復作業をしてい
る人たちに頑張ってほしい。
　　　　　　（30 代　女性）

非常時にすぐ逃げられるよう
くつを近くに置くようになった。
　　　　　　　（50 代　女性）
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      高校 3 年間の思い出を胸に
　猪苗代高校の卒業式は 3 月 1 日、同校の体育館
で執り行われ、普通科、国際観光科合わせて 75 人
が思い出の学びやを後にしました。
　荒井一

か ず

成
な り

校長が、卒業生全員に卒業証書を授与し
「これからは、それぞれが選んだ道を責任を持って
歩むことになる。周りの人を大切にし、その絆を深
めながら生きてほしい。３年間で学んだ英知、忍耐、
勤勉の校訓を生かし、さらに経験を積み、立派な社
会人になってください」と式辞を述べた後、小桧山
善
よ し

継
つ ぐ

県議、前後公町長らが祝辞を述べました。
　在校生代表の加藤美

み

希
き

さんが「先輩たちの母校へ
の思いを受け継ぎ、頑張っていきます」と送辞。
　卒業生代表の大川原伸

の ぶ

幸
ゆ き

さんが「3 年間で多くの
ことを学んだ。これからは、福島県人としての誇り
を胸に、それぞれの夢を実現するために頑張ってい
く」と力強く決意を述べました。

写真上　卒業生代表の大川原
さんが「福島県人としての誇
りを胸に頑張っていく」と力
強く答辞を読み上げた
写真下　「先生、ありがとう
ございました」涙を浮かべた
卒業生たちが最後のあいさつ

　  食への関心づくりの一助へ
　平成 23 年度ふくしまっ子食育推進ネットワーク
事業「わたしが作る！！おすすめランチコンテスト」
の表彰式は２月 21 日、町役場で挙行されました。
　この事業は、親子で献立を作ったり、地元の食材
について学んだりして、家庭や地域ぐるみで子ども
たちに望ましい食習慣をつくることを目的に実施さ
れています。表彰式では、土屋重憲教育長が「知、徳、
体の根本にあるのが毎日の食事であることを知って
ほしい」とあいさつ。入賞者一人一人に表彰状と記
念品を手渡しました。
　最高賞の優秀賞を受賞したのは、吾妻小学校の林
部柊

しゅう

太
た

さん（３年）が作った「バランスよくいろい
ろたべようランチ」。林部さんは「お母さんと一緒
に考えて作ったメニュー。キノコや野菜などをたっ
ぷり入れた具だくさんのみそ汁が気に入っていま
す。頑張って作ってよかった」と受賞を喜びました。

写真上　土屋教育長から表彰
状を受け取る林部さん。３月
１日には、林部さんの考えた
ランチが町内の各小学校の給
食に登場しました
写真下　表彰を受けた各小学
校の児童ら A N

　  川桁保育所に新しい商店街
　川桁保育所の児童らは２月 28 日、恒例の「おみ
せやさんごっこ」を楽しみました。
　保育所の廊下に作られたミニ商店街では、年長児
のさくらＡ組とＢ組の子どもたちが自分の好きなお
店を出店。食べ物、アクセサリー、お面、ゲームや
おもちゃなどのお店が並びました。
　「いらっしゃいませ」と威勢のいいかけ声が響く
中、小さな子どもたちが商店街に登場。子どもたち
はお目当ての品を見つけると歓声を上げながら買い
物を楽しみました。
　食べ物屋さんを出した國井結

ゆ

以
い

ちゃん（Ａ組）と
鈴木百

も

華
か

ちゃん（Ｂ組）は「作ったお菓子が売れてよ
かった。みんなが来てくれてうれしかった」と笑顔。
　何かを考え込み、つぶやきながら買い物をしてい
た深谷琥

こ

太
た

郎
ろ う

くん（もも組）。耳を傾けると「これは
ママにあげようかな…」と話していました。

写真上　「これくださーい」
笑顔で楽しそうに買い物をす
る子どもたち
写真下　「お土産どうしよう」

「これなんかいいんじゃない」
そんな会話が聞こえてきそう
な２人

lementary schoolE

D      春からは一緒に頑張ろうね
　吾妻幼稚園、中ノ沢保育所と吾妻小学校の交流会
は２月 24 日、同校で開かれました。この日、同校
を訪れたのは幼稚園、保育所の年長児 12 人。
　開会式では増井陽

よ う

一
い ち

校長が「小学校はどんなとこ
ろかを 1 年生が説明します。今日は楽しく過ごし
てください」とあいさつ。年長児らは、１年生 17 人
と一緒に歌ったり、遊んだりしながら交流を深めた
後、校内を見学しました。
　給食の前には、古田晶

て る

美
み

栄養技師が朝ごはんを食
べることの大切さなどを紙芝居で説明。児童らは笑
顔でうなずきながら紙芝居に見入りました。
　幼稚園の佐藤泉

い ず

起
き

くんは「カレーうどんのスープ
がおいしかった。１年生になってもたくさん食べま
す」、保育所の磯川琉

りゅう

聖
せ い

くんは「みんなと一緒に走っ
て遊べたのが楽しかった。デザートがおいしかった」
と感想を話しました。

写真上　みんなが一番楽しみ
にしていたのは、やっぱり給
食。この日のメーンはカレー
うどんでした
写真下　１年生はおみせやさ
んごっこで年長児をもてなし
ました

スクールトピックス ＆ ニュース INAWASHIRO

& Kindergarten & nurseryschool ursery schoolN

igh schoolH

lementary schoolE
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　茨城県那珂市の那珂市立第一中学校の１年生 115 人は２月３
日、町内の仮設住宅など４カ所で除雪のボランティアに取り組み
ました。同校は毎年、１年生の宿泊学習で町内のスキー場を訪れ
ており、そんな縁からボランティアを申し出たものです。
　川桁の仮設住宅の除雪には、１年１組の生徒 29 人が参加。ス
コップやスノーダンプなど、使い慣れない道具を手に雪かきに励
みました。同クラスの小林桃

も も

華
か

さんは「せっかく震災後の福島に
行くので、自分たちにできることを考えた。雪かきは大変な作業
だと思った」と感想を述べました。

私たちに今、できることを
中学生らが雪かきのボランティア

ほとんどの生徒が雪かきは初めての体験でした

鈴木マヱさんが満100歳に
長寿を祝い、知事賀寿などを贈呈

前後町長（左）から賀寿を受け取る鈴木さん（右）

　２月７日に満 100 歳の誕生日を迎えた鈴木マヱさん（桜ケ丘）
への知事賀寿贈呈式は同日、特別養護老人ホーム咲楽の里で挙行
され、出席した家族や同施設の職員らが長寿を祝いました。
　山口靖

や す

明
あ き

会津保健福祉事務所長、前後町長や戸田忠
た だ

義
よ し

町老人ク
ラブ連合会長が賀寿や記念品を贈ると、鈴木さんは元気な声で「あ
りがとうございます」とお礼の言葉を述べ、三女の岩崎典

の り

子
こ

さん
からの花束には笑顔を見せました。あいさつに立った次女の永瀬
圭
け い

子
こ

さんは「若い頃は婦人会長などを務めた元気な人。この先も
健康な生活を送ってほしい」と感謝の言葉を述べました。

行列に並び、本町のそばを味わった細野豪志環境相（右）

　町と町観光協会は２月 19 日、静岡県三島市で開催された第５
回伊豆マラソン大会の会場で、物産展と観光ＰＲ活動を実施しま
した。これは「東京電力福島第一原発事故の影響による風評被害
解消の一助になれば」との三島市の申し出で実現したものです。
　町商工観光課などが企画し、米や漬け物などの町内産品 16 品
と町振興公社のそばを販売。そばは用意した 700 食以上を完売、
他の商品もほとんど売り切れるなど、大会参加者や応援に訪れた
家族の東北を応援しようという気持ちがうれしいイベントとなり
ました。

町の農産物などの安全ＰＲ
伊豆マラソン大会で物産展を開催

設立総会であいさつをする前後町長

　猪苗代町農業活性化協議会の設立総会は２月１日、町役場で開
催されました。同協議会は、23 年度まで町の農業振興のために
活動してきた猪苗代町水田農業推進協議会と猪苗代町担い手育成
総合支援協議会が１つになり、新たに組織したものです。
　農業者の生産活動のサポートから、農産物などが消費者の食卓
に上るまで、「農村の６次産業化」「食料自給率の向上」「食の安心・
安全」をキーワードに、町内の関係者・関係団体が一致団結して
活動することを目的に設立しました。
　風評被害に負けない、強い猪苗代の農業を目指します。

生産から販売までを一本化
町農業活性化協議会が設立される

　

県代表としての健闘を報告
中学生がスキー大会の成績を報告

県代表として活躍。入賞を報告した生徒ら

　東北中学校、全国中学校スキー大会に出場した東中学校と猪苗
代中学校の生徒らは２月８日、町役場を訪れ、前後町長、土屋教
育長らに入賞を報告しました。選手たちは「入賞できてうれしい。
支えてくれた皆さんのおかげ」と感謝の言葉を述べました。

　猪苗代ライオンズクラブによる避難児童・生徒へのスキーウエ
アの贈呈式は 2 月 8 日、町役場で執り行われ、浜通りから避難し、
本町で生活する児童・生徒ら 68 人にスキーウエアと手袋が贈ら
れました。同クラブの佐賀幹

み き

夫
お

会長は「スキーウエアや防寒着と
して活用し、寒さに負けず健やかに過ごしてほしい」とあいさつ。
児童・生徒代表の西山耕

こ う

介
す け

さん（猪苗代小学校 4 年）と田島優
ゆ

乃
の

華
か

さん（猪苗代中 2 年）にウエアなどを手渡しました。
　田島さんは「とても厳しい寒さだが、支援してくれる人のため
に頑張りたい」とお礼を述べました。

猪苗代の寒さに負けないで
町ライオンズクラブがウエア寄贈

左から佐賀会長、田島さん、西山さん

・東北大会結果（丸数字は学年）
　距離男子リレー　第５位　東中（神汰輝②、鈴木蓮②、安部晃史③、齋藤涼③）
　コンバインド　第４位、ジャンプ　第７位　渡部大輝（猪中②）

・全国大会結果（丸数字は学年）
　コンバインド　第９位　渡部大輝（猪中②）
　距離男子リレー　第 10 位（神②、大川原一彰  東中②、安部③、鈴木健大  猪中③）
　距離女子リレー　第 10 位（武田里緒菜  猪中②、渡部未朋  猪中③）
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　東日本大震災で被災した皆さんの医療機関など
での窓口負担（1 ～ 3 割）は、２月 29 日まで免除
されていましたが、以下の皆さんについては、3
月 1 日以降も引き続き免除が延長されます。
　ただし、入院時食事療養費と入院時生活療養費
の標準負担額および療養費（柔道整復師・あん摩
マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の施術費、
治療用装具など）の自己負担額の免除は、2 月 29
日分までとなります。

●免除を受けられる期限と対象者　

１．原発事故による警戒（避難指示）区域、計画
的避難区域、旧緊急時避難準備区域、特定避難勧
奨地点の人（加入している医療保険の種類は問い
ません） ※１ 　　
　→　25 年２月 28 日まで
２．上記以外で、以下の要件に該当する国民健康
保険、後期高齢者医療制度および全国健康保険協
会（協会けんぽ）に加入している人 ※１ ※２
　→　24 年９月 30 日まで
＜免除要件＞

（１）災害救助法の適用地域（東京都を除く）や被
災者生活再建支援法の適用地域の住民（地震の発
生以後、被災地域から他市町村へ転出した人を含
む）であり、

（２）以下のいずれかに該当する人
① 住家の全半壊、全半焼またはこれに準ずる被
災をした人
② 主な生計維持者が死亡しまたは重篤な傷病を
負った人
③ 主な生計維持者の行方が不明である人
④ 主な生計維持者が業務を廃止・休止した人
⑤ 主な生計維持者が失職し、現在収入がない人
⑥ 原発事故に伴い、警戒区域、計画的避難区域
および旧緊急時避難準備区域に関する指示の対象

となっている人
⑦ 特定避難勧奨地点に居住しているため、避難
をしている人

●免除証明書の取扱いについて　

　国民健康保険、後期高齢者医療制度および全
国健康保険協会（協会けんぽ）に加入している人
は、有効期限欄に「平成 24 年 2 月 29 日まで」と
記載されている発行済みの免除証明書でも、24
年９月 30 日まで引き続き使用することができま
す。※３

　免除証明書について不明な点がありましたら、
下記の医療保険の保険者に問い合わせてください。

【国民健康保険】
町民生活課国保年金業務　☎（62）2114
または加入している国民健康保険組合	

【後期高齢者医療制度】
町民生活課国保年金業務　☎（62）2114
または福島県後期高齢者医療広域連合
☎ 024（528）9025

【全国健康保険協会（協会けんぽ）】
全国健康保険協会福島支部　☎ 024（523）3916

【上記以外の健康保険など】
加入している各医療保険の保険者またはお勤め先
の事業所

※１　震災発生後、他市町村へ転出した人を含みます。
※２　その他の医療保険に加入している人は、保険
者（各健康保険組合、共済組合など）により対応が変
わりますので、詳細は加入している保険者に問い合
わせてください。
※３　その他の医療保険に加入している人で、引き
続き窓口負担が免除される人は、免除証明書の更新
が必要です。

被災した皆さんの医療費窓口負担

３月以降も免除措置を延長します

問い合わせ先
町民生活課国保年金業務
☎（62）2114

　町では 19 年４月に第六次猪苗代町振興計画（10 カ年計画）を
策定しました。本年度は前期５年の最終年度にあたることから、
猪苗代町振興計画審議会を開催し事務事業の点検と評価を実施。
今後の重要課題である少子高齢化対策の充実や生涯福祉体系の確
立など、必要な施策を見直し後期基本計画を策定しました。
　後期基本計画では新たに「東日本大震災からの復旧・復興」を
施策のひとつに加え、安全・安心な暮らしの確保、地域経済の再
興、災害に強いまちづくりの実現、再生可能エネルギーの導入を
施策の柱とし、その速やかな実現に全力で取り組んで行きます。

新しいまちづくりに向けて
町振興計画審議会が答申書を提出

答申書を見つめる前後町長と審議会の鈴木武喜会長（右）

　第 57 回福島県市町村広報コンクール（県・県広報協会主催）
において、広報猪苗代が広報紙・町村の部、一枚写真の部でそれ
ぞれ佳作を受賞しました。表彰式は２月 20 日、県庁で執り行わ
れました。佳作となったのは、特集「不変の羅針盤」を掲載した
12 月号と７月号の表紙写真。
　表彰を受けたのは町ですが、受賞できたのはいつも快く取材に
応じてくださる町民の皆さんのおかげです。本当にありがとうご
ざいます。これからも皆さんを応援するまちの応援マガジンとし
て頑張っていきますので、よろしくお願いします。

皆さんと作った広報が入賞
広報猪苗代が県コンで佳作を受賞

一枚写真佳作の７月号（左）と広報紙佳作の 12 月号（右）

全力尽くす姿に大きな声援
本町と郡山市でＳＯ福島大会開催

カメリーナで開催されたフロアホッケー

　2012 年第 5 回スペシャルオリンピックス（以下ＳＯ）日本冬季
ナショナルゲーム・福島大会は２月 10 日から 12 日までの 3 日間、
本町と郡山市を会場に開催されました。ＮＰＯ法人ＳＯ日本が主
催するこの大会には、33 都道府県から選手やコーチなど約 900
人が参加。町内では、沼尻スキー場でスキー・スノーボード・ス
ノーシューイング、カメリーナでフロアホッケーが開催され、ア
スリートたちがメダルを目指して全力を尽くしました。
　競技に励むアスリート、応援に駆け付けた家族やボランティア
の笑顔は、福島復興への大きなエネルギーになりました。
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ほとんど人見知りせず、誰と会ってもにこにこして
いるという煌くん。「今のまま、社交的な人間になっ
てほしい」とパパとママは話します。

笑顔でこんにちは

　

伝
い
歩
き
と
ハ
イ
ハ
イ
で

常
に
家
族
の
誰
か
を
追
い
か

け
て
い
る
元
気
な
煌
く
ん
。

　

最
近
の
お
気
に
入
り
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
と

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
。
あ
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ

る
と
、
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
付
け

に
な
っ
て
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
、
家
族
み
ん
な

が
大
好
き
。
で
も
、
お
風
呂

だ
け
は
パ
パ
と
一
緒
じ
ゃ
な

い
と
大
あ
ば
れ
す
る
と
い
う

こ
だ
わ
り
の
一
面
も
。

　

そ
ん
な
煌
く
ん
を
マ
マ
の

理
香
さ
ん
は「
家
族
の
中
心

で
、わ
が
ま
ま
し
放
題
で
す
」

と
笑
顔
で
見
つ
め
ま
す
。

　

建
築
業
の
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
、
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ

や
内
覧
会
に
も
出
掛
け
る
と

い
う
煌
く
ん
。
い
つ
も
お
客

さ
ん
を
笑
顔
に
さ
せ
る
そ
の

姿
は
、
ホ
ー
ラ
イ
ハ
ウ
ジ
ン

グ
の
小
さ
な
営
業
マ
ン
で
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

サークル紹介Circle introduction

　
「
手
作
り
絵
本
の
会
」
は
、

自
分
た
ち
で
絵
本
を
作
ろ
う
と

20
年
以
上
前
か
ら
活
動
を
続
け

て
い
る
、
町
内
で
も
老
舗
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
現
在
は
６
人
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
作
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
絵
本
を
読
ん
で
勉
強
し
て

い
る
間
に「
読
み
聞
か
せ
」
の

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
毎
月
第

３
水
曜
日
、
猪
苗
代
小
学
校
で

の
活
動
の
ほ
か
、
町
内
各
所
で

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
学
校
低
学
年
で
は
、
深

い
内
容
ま
で
は
読
み
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
読
ん
で
聞
か
せ

る
こ
と
で『
な
る
ほ
ど
』
と
理

解
し
、
絵
本
が
面
白
く
な
る
。

私
た
ち
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
宇
月
代
表
。

　
「
読
書
が
好
き
に
な
る
と
、

理
解
力
や
集
中
力
が
増
し
、
学

力
も
上
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
多
く

の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
活
動

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
広
報

担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎（
62
）２
１
１
１

保健だより Health information

みんなで一緒に楽しく子育て

大好きなパパとママの間で笑顔の煌くん

平成 23 年４月生まれ
～金曲
新
あらた

さん・理
り

香
か

さん夫婦の長男

六角　煌
こ う

　くん

　　　   （宇月 静
し ず

子
こ

代表）

子
ど
も
と
家
族
が
一
緒
に

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
紹

介
し
ま
す

　

今
月
は
、
母
と
子
の
遊
び
の
教

室「
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
と
、
子

ど
も
と
み
ん
な
の
広
場「
子
育
て

サ
ロ
ン
・
日
向
ぼ
っ
こ
」を
紹
介

し
ま
す
。

　

子
ど
も
同
士
の
交
流
、
マ
マ
友

づ
く
り（
保
育
者
同
士
の
交
流
）、

親
子
で
の
遊
び
や
情
報
交
換
な
ど
、

目
的
は
そ
れ
ぞ
れ
…
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ん
で
、
お
母
さ
ん
自

身
も
身
体
を
動
か
し
、
ス
ト
レ
ス

解
消
！
育
児
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
み
た

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と

の
時
間
で
も
気
分
転
換
に
な
り
ま

す
よ
。

　

町
で
は
、
個
別
の
育
児
相
談
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の
発
育
や

発
達
が
心
配
な
人
や
発
育
経
過
を

見
て
い
き
た
い
人
は
、
定
期
の
健

康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

手づくり絵本の会 町内の子どもたちの情操教育に一役買うメンバーの皆さん

（写真左）子どもたちも参加して「大きなかぶ」の読み聞かせ
（写真右）「子どもたちに本を好きになってほしい」と話す宇月代表

　子育て中の家族が気軽に立ち寄り自由に
遊び、親子の交流や情報交換ができる「屋
根のある公園」のような場所…それが日向
ぼっこです。第１・３土曜日、第２・４水
曜日と日曜・祝日以外、毎日 10 時～ 16
時まで開いてます。小さな赤ちゃんからＯ
Ｋ、家族の都合のいい時間でＯＫ、弁当持
参もＯＫ、そして無料。とにかく一度足を
運んでみませんか。
●場所　猪苗代町児童館
●問い合わせ　保育士   鈴木サチ子
　☎（62）5167

　年に前期・後期の２コースを実施します。１コー
ス５回で、月１回 10 時から 12 時まで遊びます。	
２歳以上の親子 20 組限定で募集しています。家
ではできない遊びや集団での遊びをみんなで一緒
に楽しみましょう。お子さんの意外な一面が発見
できますよ！おいしい手作りおやつもあります。
●場所　町農村環境改善センター
●問い合わせ　保健福祉課　健康づくり業務
　☎（62）2115

ちびっこランド

日
ひ

向
な た

ぼっこ

役場

中央商店街

猪苗代高校
ラ・デセール
カワウチ

児童館

しまむら猪苗代警察署

猪苗代消防署 R115

至  福島方面
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 学 び の 泉 № 181

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは

体験交流館ニュース

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

～
第
二
十
二
回
～

　

♪
仰
げ
ば
尊
し
我
が
師
の
恩
♪

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
あ
っ
と
言
う
間
に
一
年
が

過
ぎ
、
ま
た
卒
業
式
の
季
節
が
巡
っ
て
き
た
。

　

学
校
時
代
に
出
会
う「
先
生
」の
影
響
は
、
時

に
人
の
一
生
を
左
右
す
る
。
野
口
英
世
博
士
も
、

小
学
校
時
代
か
ら
多
く
の
先
生
方
の
指
導
、
影
響

を
受
け
世
界
の
医
聖
と
な
っ
た
。

　

野
口
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
先
生
の
一
人

に
、
松
本
順じ

ゅ
ん

次じ

郎ろ
う

先
生
が
い
る
。
松
本
は
、
嘉

永
３
年（
１
８
５
０
）長
崎
で
生
ま
れ
、
明
治
７

年（
１
８
７
４
）、
24
歳
で
開
校
初
年
の
大
阪
師

範
学
校
に
入
学
、
翌
年
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。

東
京
や
栃
木
の
小
学
校
で
勤
務
後
、
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）
本
県
塩
川
町
の
四
奈
川
小
学
校
（
堂

島
小
学
校
の
前
身
）を
経
て
、
翁
島
小
学
校
の
前

身
三
ツ
和
小
学
校
に
校
長
兼
訓
導（
現
在
の
教
諭
）

と
し
て
赴
任
、
野
口
清
作
と
出
会
っ
た
。

　

多
感
な
時
期
を
幕
末
激
動
の
長
崎
で
過
ご
し
た

せ
い
か
、
先
進
的
な
考
え
の
持
ち
主
で
、
在
職
期

間
は
わ
ず
か
一
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
野
口
に

初
め
て
英
語
を
教
え
、
世
界
に
目
を
向
け
さ
せ
る

な
ど
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
初
等
科
を

一
番
で
終
え
た
野
口
が
、
上
級
ク
ラ
ス
に
進
ん
だ

時
、
松
本
は
野
口
を「
生
長（
学
級
委
員
長
）」に

任
命
し
た
。
さ
ら
に
村
当
局
と
交
渉
し
、
何
が
し

か
の
手
当
て
を
与
え
、
臨
時
教
員
と
し
て
下
級
生

の
指
導
に
も
当
た
ら
せ
た
。
特
定
生
徒
の
特
別
扱

い
の
問
題
は
残
る
が
、
こ
う
い
う
の
は
後
に
も
先

に
も
な
い
。
野
口
が
猪
苗
代
小
学
校
高
等
科
進
学

を
決
意
し
た
の
も
、
三
ツ
和
小
学
校
卒
業
試
験
で

小
林
栄さ

か
え

先
生
に
出
会
っ
た
か
ら
だ
。（
土
屋
）

　第 40 回野口英世博士顕彰記念町内小学校スキー大
会は２月７日（木）、アルペン大回転競技が猪苗代ス
キー場、距離クラシカル競技が猪苗代町クロスカント
リースキーコースを会場に開かれました。
　町内６小学校の５、６年生から、アルペン競技に
205 人、距離クラシカル競技に 99 人が出場。入賞や
自己記録更新を目指して一生懸命頑張りました。
詳しい結果は以下のとおりです。

【アルペン大回転競技】
●小学５年男子①柳沼駿

しゅん

介
すけ

（長瀬）39 秒 37　②野矢
隆
りゅう

史
し

（長瀬） ③田崎綾
あ や

人
と

（緑）④荒川奨
しょう

太
た

（緑）⑤菊地
元
げん

（長瀬）⑥小林俊
と し

也
や

（千里）
●小学６年男子①渡部大

ひ ろ

輝
き

（長瀬）37 秒 13　②大坂
龍
た つ

裕
ひろ

（長瀬）③佐藤大
だ い

地
ち

（長瀬）④佐藤廉
れん

（猪苗代）⑤
斎藤透

と う

磨
ま

（緑）⑥羽賀司
つかさ

（猪苗代）
●小学５年女子①伊藤睦

むつみ

（猪苗代）37 秒 78　②半澤
ひなた（長瀬）③神千

ち

夏
なつ

（長瀬）④涌井由
ゆ

佳
か

（猪苗代）
⑤星祈

ね

音
ね

（猪苗代）⑥岡野綾
あ や

乃
の

（千里）
●小学６年女子①高橋星

せ

那
な

（長瀬）37 秒 46　②加藤
咲

さ

希
き

（緑）③倉上舞
まい

（猪苗代）④山口海
み

玖
く

（長瀬）⑤田
母神梅

う め

香
か

（長瀬）⑥涌井明
あ き

穂
ほ

（猪苗代）
【距離競技】

●小学５年男子①青木剛
つよし

（翁島）８分 28 秒 21
②松本陵

りょう

汰
た

（長瀬）③五十嵐翔
か

音
おん

（吾妻）④安部嘉
よ し

葵
き

（緑）⑤鈴木康
や す

之
ゆき

（緑）⑥星野秀
ひ で

正
まさ

（千里）

■町内６小学校の５、６年生が熱戦
　距離リレーは男女とも吾妻小がＶ

■学びいなではヘルシー・アスリート・
プログラムを実施

　   　　　　　　　  野口英世博士顕彰記念町内小学校スキー大会

●小学６年男子①一ノ瀬和
か ず

成
なり

（吾妻）７分 33 秒 29
②長峰悠

ゆ う

真
ま

（千里）③青木智
と も

哉
や

（長瀬）④渡部璃
り

斗
と

（千
里）⑤佐藤凱

が い

矢
や

（千里）⑥安部哲
て っ

平
ぺい

（緑）
●小学５年女子①鈴木まどか（吾妻）８分 50 秒 23
②土屋菜

な

奈
な

（千里）③佐藤三
み

紀
き

子
こ

（吾妻）④棚木芽
め

依
い

（長
瀬）⑤佐賀なつ芽

め

（翁島）⑥井上香
か

耶
や

（猪苗代）
●小学６年女子①小林萌

も

々
も

（千里）９分６秒 90
②古川あさひ（吾妻）③佐藤美

み

澄
すみ

（長瀬）④大槻佳
か

乃
の

子
こ

（千里）⑤川井千
ゆ き

乃
の

（翁島）⑥江尻由
ゆ う

羅
ら

（長瀬）
【距離リレー】

●男子①吾妻（一ノ瀬和成、増子勇
ゆ う

次
じ

郎
ろ う

、五十嵐翔音）
22 分 47 秒３　②長瀬③千里④緑⑤翁島⑥猪苗代
●女子①吾妻（鈴木まどか、古川あさひ、佐藤三紀子）
24 分０秒４　②千里③長瀬④翁島⑤猪苗代⑥緑　

　２月 10 日から 12 日にかけて本町で開催されたス
ペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム福
島大会。カメリーナ、沼尻スキー場、磐梯熱海アイス
アリーナの３会場を舞台に、アルペンスキーなどの７
競技に 33 都道府県から 897 人（選手 575 人、コーチ
322 人）が参加し、熱戦を繰り広げました。
　学びいなではこの大会に先立ち、ヘルシー・アスリー
ト・プログラムが開催され、多くのアスリートでにぎ
わいました。ヘルシー・アスリート・プログラムとは、
アスリートの健康やトレーニング・競技をする能力を
高めることを目的にさまざまな種類の健康チェックが
受けられるプログラムです。健康を自己管理していく
ための保健医療や教育を受ける機会が限られている知
的発達障害のある人と、医療専門家や医療系の学生の
相互理解を促しながら、アスリートの健康チェックの
機会も増やせると 1996 年に米国のスペシャルオリン
ピックスから導入されました。
　当日は、会場を６つのブースに区切り、スペシャ
ルスマイルズ（口腔）、オープニングアイズ（目の健康
チェック）、ヘルシーヒアリング（聴力）、ヘルスプロ
モーション（栄養・生活習慣）、フィットフィート（足
のケア）、ファンフィットネス（理学療法）などのプ
ログラムを実施。述べ 413 人のアスリートが参加し
ました。

アルペン大回転（左上）と距離リレー（右下）に挑む選手たち

　「小さなものは愛らしい！」「小さなものは美しい」
小さくなるだけでなぜか不思議な魅力が出てきます。
今回の企画展の中心となるのは、小さな雛

ひ な

道具のコレ
クションと古民家模型、そして裁縫雛型など。
　雛道具は、根っからのミニチュア好きという川内由
美子さんのコレクションの数々。今回のコレクション
は本邦初公開で、しかも公開数は 1,000 点を超える
という大規模なものです。
　古民家模型は、いわき市在住の夢想庵こと菅野清八
さんが作り上げた自信作の数々。正確な調査の上に作
られた、本物そっくりの精密なものです。そのほかに
も、虫眼鏡やルーペなしでは確認できないほどの小さ
な仏様や神様が彫りつけられている微細彫刻や各種の
ミニチュア模型などを展示します。

　                                            　福島県立博物館からのお知らせ

■冬の企画展『小さなもの集まれ！』　ー 雛道具から古民家模型まで ー
　小さなものたちに囲まれ、日
常を離れる異空間への扉を開い
てみませんか。
●場所：福島県立博物館
●期間：5 月 13 日（日）まで
●時間：午前９時 30 分～午後５時
●休館日：月曜日、3 月 21 日
●料金：一般・大学生 500 円
高校生 300 円、小中学生 200 円

■講演会：　3 月 18 日（日）午後１時 30 分～
菅野清八さん「茅葺屋根の古民家に魅せられて」
■ギャラリートーク：4 月 8 日（日）  午後１時 30 分～
川内由美子さん「雛道具、川内コレクションについて」

　今年も「てくてく歩きま専
科」を開催します。ウオーキ
ングを楽しみながら、季節の
移ろいや自然に触れ、心と体
をリフレッシュしましょう。
●講師：いなわしろ伝保人会
●対象：１時間程度歩ける健康な人
●定員：30 人（定員を超えた場合は抽選になります。
抽選に漏れてもキャンセル待ちで参加が可能です）
●参加費：各回 700 円
●申し込み締切日：４月 10 日（火）までに学びいなに
申し込んでください。
　①４月 20 日（金）　場所：逢瀬公園　
　②５月 29 日（火）　場所：猪苗代街中散策
　③６月 15 日（金）　場所：湖南町・馬入新田
　④７月   3 日（火）　場所：磐梯町・慧日寺
　⑤８月   7 日（火）　場所：会津街道・強清水
　⑥９月 14 日（金）　場所：磐梯山周辺
　⑦ 10 月９日（火）　場所：裏磐梯周辺
　⑧ 11 月６日（火）　場所：喜多方市・日中ダム
　※時間はいずれも午前８時 30 分～正午。靴、帽子、
　雨具などウォーキングのできる服装で飲み物、おや
　つやタオルを持参してください。
●問い合わせ先　いなわしろ伝保人会　五十嵐牧子
　☎ 090（2955）4957

■歩きながら心と体をリフレッシュ

生涯学習講座のお知らせ
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
負
担
軽
減

　

昨
年
の
広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
負
担
軽
減
者
に
該
当

す
る
人
で
、
接
種
費
用
を
実
費
で
支

払
っ
た
人
は
、
接
種
料
金
の
全
額
ま

た
は
一
部
が
戻
り
ま
す
。
左
記
の
書

類
を
持
参
の
上
、
町
役
場
保
健
福
祉

課
窓
口
で
３
月
31
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い（
接
種
を
受
け
た

高
齢
者
で
医
療
機
関
に
２
千
円
を
支

払
っ
た
人
は
、
町
助
成
と
の
差
額
な

の
で
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
持
参
書
類

領
収
書
、
接
種
済
証
、
銀
行
ま
た
は

Ｊ
Ａ
の
通
帳
、
印
鑑

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５　

３
・
４
歳
は
日
本
脳
炎
の

接
種
時
期
で
す

　

町
で
は
、
新
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
日

本
脳
炎
１
期
の
定
期
接
種
を
昨
年
度

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
日
本
脳
炎
の

標
準
接
種
年
齢
は
３
歳
で
す
。
子
ど

も
が
３
歳
に
な
っ
た
ら
、
早
め
に
接

種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う（
３
歳
未

満
の
接
種
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
く

だ
さ
い
）。

　

今
年
度
４
歳
の
子
ど
も
で
１
期
の

初
回
接
種（
２
回
）を
受
け
た
子
ど

も
は
、
２
回
目
の
約
１
年
後
に
１
期

の
追
加
接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
４
歳
で
、
ま
だ
１
度
も
接
種

を
受
け
て
い
な
い
子
ど
も
に
は
速
や

か
に
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
料
金　

　

町
が
負
担
し
ま
す
。

▼
接
種
方
法

　

医
療
機
関
で
個
別
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い（
最
近
転
入
し
た
ば
か

り
な
ど
で
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い

る
人
は
、
町
保
健
福
祉
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

全
て
の
人
が
楽
し
く
共
に

暮
ら
す
社
会
を

　

毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め

る「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で
す
。

ま
た
、
４
月
２
日
～
８
日
は「
発
達

障
害
啓
発
週
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、
先
天
的
な
要
因

に
よ
る
脳
機
能
の
障
が
い
で
す
。
広

汎
性
発
達
障
が
い（
自
閉
症
や
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注

意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
）、Ｌ
Ｄ
（
学

習
障
が
い
：
知
的
発
達
に
大
き
な
遅

れ
は
な
い
の
に
、
学
習
面
で
つ
ま
ず

く
な
ど
）、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り

保　

健

「
も
し
も
」の
交
通
事
故
に

安
心
の
備
え
を

　

24
年
度
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
申
し
込
み
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

　

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

（
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
）な
ら
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保
険
料
を

添
え
て
町
民
生
活
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

加
入
の
際
に
は
、
他
保
険
の
加
入

状
況
に
つ
い
て
の
告
知
義
務
が
あ
り

ま
す
。
告
知
事
項
に
つ
い
て
、
事
実

を
記
入
し
な
か
っ
た
場
合
や
事
実
と

違
う
こ
と
を
記
入
し
た
場
合
は
、
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
や
保
険
金
を
お

支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、「
広
報
猪
苗
代
３
月
号
」
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料 

　

１
人
１
口
３
６
０
円
（
１
年
分
） 

２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

※
中
途
加
入
の
場
合
は
月
割
30
円
に

な
り
ま
す
。

※
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
保
険
料
は
、

返
還
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
保
険
期
間　

24
年
４
月
１
日
か
ら

25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
開
始　

３
月
14
日
か
ら

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

町
民
生
活
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

ま
す
。

　

発
達
障
が
い
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

そ
の
特
徴
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
閉
症
の
人
に
は
、
周
囲

の
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、

想
像
す
る
こ
と
が
苦
手
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
と
ば
の
理
解
が
苦
手

で
も
、
視
覚
的
な
も
の
で
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
た
り
、
行
動
の
習
慣
化

な
ど
に
よ
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
面
で
優
れ

た
才
能
を
発
揮
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
共
に
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
障
が
い

が
あ
る
人
に
対
し
て
周
囲
の
人
々
が

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
接
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
障
が
い
に
対
し
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
障
が
い
が
あ
る
人
へ

の
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

　麻しん（はしか）は感染力が非常に強い病気です。感染すると、
まれに急性脳炎を起こしたり、死亡したりすることがあります。
　麻しんの予防接種は、麻しんそのものの発症や重症化を予防
することが期待でき、大変重要です。また、麻しんの予防接種
は、１回では免疫を獲得できない人がいるため、確実に２回受
けることが大切です。
　麻しんの定期予防接種対象年齢の子どもがいる人は、ぜひ予
防接種を受けさせましょう。

　　　　　　　■保健福祉課　健康づくり業務　☎（62）2115

高校３年生相当、中学１年生および
24年度に小学校に入学する子どもが
いる皆さんへ
麻しん風しん混合ワクチンの無料接種
期限は、24 年３月 31 日まで

　  　年別

事故
種別

平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年
件数

（件）
人数

（人）
件数

（件）
人数

（人）
件数

（件）
人数

（人）
件数

（件）
人数

（人）
件数

（件）
人数

（人）

急病事故 491 474 494 479 472 460 519 486 650 640

一般負傷 162 159 151 151 161 155 163 161 169 166

交通事故 99 143 83 115 95 126 86 127 74 90
その他の
事故 110 104 124 118 114 109 116 108 117 108

合　計 862 880 852 863 842 850 884 882 1010 1004

　　  　　年別
事故種別 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年

火災出動 ７件 ４件 ２件 ４件 ８件
救助出動

（水難を含む） 16 件 11 件 12 件 16 件 ７件

その他の出動 31 件 29 件 28 件 39 件 55 件

合　計 54 件 44 件 42 件 59 件 70 件

　　事故種別 猪苗代 前年比

  出

  火

  件

  数

８ ４

 建

 物

全焼 ２ １
半焼 ０ ０
部分焼 ２ １
ぼや １ ０
林野 ０ －１
車両 ３ ３

その他 ０ ０
  損
  害
  な
  ど

焼損棟数 ９ ６
罹災世帯 ６ ５
死者 ０ ０
負傷者 ０ ０

※その他の事故には、一般負傷・転院搬送・自損行為・労災事故などが含まれ
ています。

※その他の出動とは、火災・救助活動を除く警戒出動・風水害・自火報鳴動・
虚報出動などをいいます。

猪苗代消防署
からのお知らせ

◆平成 23 年
火災件数および損害

◆災害出動の推移（19 年～ 23 年）

◆救急出動件数および搬送人数の推移（19 年～ 23 年）

23 年中の猪苗代町内の概況を
お知らせします。

※ 3 月 1 日から指令センター
が新しくなりました。
●会津若松地方・喜多方地方消
防指令センター
☎（59）1420　FAX（59）1430

○昨年より約 130 件増加しました。今後も救急車の適正利用にご
協力をお願いします。
○増加件数では、４月から８月までの５カ月間被災者の増加に伴う
増加傾向がみられました。
○住宅用火災警報器を設置しましょう。

■問い合わせ先　猪苗代消防署　☎（62）4433　FAX（62）4530

出火件数計

生　

活
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自
動
車
の
手
続
き
な
ど
は

お
済
み
で
す
か

▼
24
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

　

23
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
課
税
時
期
を
延
期
し
ま
し
た
が
、

24
年
度
は
５
月
31
日
（
木
）を
納
期

限
と
し
て
課
税
を
実
施
し
ま
す
。

▼
自
動
車
の
変
更
登
録
を
忘
れ
ず
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売

の
場
合
は
、
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ

る
県
税
で
す
。
自
動
車
を
使
用
し
て

い
な
い
場
合
や
他
人
に
譲
る
、
廃
車

す
る
な
ど
に
よ
り
実
際
に
自
分
が

持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
３
月
末

日
ま
で
に
管
轄
の
運
輸
支
局
な
ど
で

所
有
権
の
移
転
や
一
時
抹
消
の
登
録

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、
引

き
続
き
元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
居
し
た
と
き
に
住
民
票
を

異
動
さ
せ
て
も
、
車
検
証
上
の
住
所

は
一
緒
に
は
異
動
し
ま
せ
ん
。
自
動

車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
車
検
証
上

の
所
有
者
又
は
使
用
者
の
住
所
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
運
輸
支
局
な
ど

で
の
住
所
の
変
更
登
録
も
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

県
税
部　

課
税
第
二
課

☎（
29
）５
２
６
１

課
税
台
帳
な
ど
の
閲
覧
と

縦
覧
に
つ
い
て

　

24
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
を
実
施
し
ま
す

▼
閲
覧
期
間　

４
月
２
日（
月
）か

ら
５
月
１
日（
火
）ま
で

（
た
だ
し
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

は
除
き
ま
す
）

▼
閲
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
閲
覧
場
所　

猪
苗
代
町
役
場　
　

税
務
課
内（
１
階
）

▼
そ
の
他　

　

①
閲
覧
の
際
に
は
印
鑑（
認
印
で

結
構
で
す
）が
必
要
で
す
。

　

②
代
理（
本
人
お
よ
び
同
居
の
家

族
以
外
）の
場
合
は
、
委
任
状
と
代

理
人
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

③
閲
覧
期
間
中
は
、
納
税
義
務
者

本
人
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

や
名
寄
帳
の
写
し（
コ
ピ
ー
）
　
の
交

付
を
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

　

町
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有

し
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の
他
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
な
ど
に
つ
い
て
、
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
や
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
た
だ
し
、
個
人
情
報
保
護
の
た

め
所
有
者
名
、
納
税
義
務
者
名
は
記

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
）。

▼
縦
覧
期
間
、
時
間
、
場
所

　

課
税
台
帳
の
閲
覧
と
同
じ

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

町
内
に
所
有
す
る
土
地
ま
た
は
家

屋
が
あ
る
納
税
者

　

縦
覧
の
際
に
は
印
鑑（
認
印
で
結

構
で
す
）が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
す
る
際
は
縦
覧
を
希
望
す
る

土
地
・
家
屋
の
所
在
地
番
が
必
要
で

す
。
所
有
者
名
、
納
税
義
務
者
名
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
コ
ピ
ー
な
ど
の
交
付
も
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
１
６
０
号
「
差
押
解
除
通
知
書

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
６
１
号
「
参
加
差
押
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
６
２
号
「
猪
苗
代
町
ひ
と
り

親
世
帯
除
雪
支
援
事
業
実
施
要
綱
」

（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
業
務
）

・
第
１
６
３
号
「
不
動
産
等
の
最
高

価
申
込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達

に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
６
４
号
「
交
付
要
求
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
６
５
号
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
１
６
６
号
「
配
当
計
算
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
６
７
号
「
平
成
23
年
度
国
民

健
康
保
険
税
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
１
６
８
号
「
平
成
23
年
度
国
民

健
康
保
険
税
４
期
督
促
状
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

閲
覧
・
縦
覧

自
動
車

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
業
務

☎（
62
）２
１
１
３

今
年
は「
は
か
り
」の
定
期

検
査
の
年
で
す

　

今
年
は
特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

実
施
年
で
す
。商
店
、工
場
、宅
配
便
、

事
業
所
お
よ
び
官
公
庁
な
ど
で
取
引

や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、

計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
検
査
を
受
け
た
事
業
所
・
管

理
者
に
は
、
事
前
に
商
工
観
光
課
が

連
絡
・
調
査
を
し
ま
す
。
新
た
に
検

査
が
必
要
な
人
は
３
月
30
日（
金
）

ま
で
に
商
工
観
光
課
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
実
施
時
期

・
所
在
場
所
検
査（
計
量
器
の
設
置

場
所
に
県
計
量
協
会
計
量
士
が
出
向

く
検
査
）

５
月
７
日
～
10
日（
予
定
）

・
集
合
検
査（
町
の
指
定
さ
れ
た
場

所
で
実
施
す
る
検
査
）

６
月
６
日
〜
７
日（
予
定
）

▼
対
象
者

・
平
成
22
年
度
の
定
期
検
査
以
降

に
取
引
上
ま
た
は
証
明
上
の
た
め

に「
は
か
り
」を
使
用
し
て
い
る
人
。

も
し
く
は
新
規
に
購
入
し
た
人
。

▼
そ
の
他

・
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ
て
手
数
料

が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
業
務

☎（
62
）２
１
１
７

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
の
定
例
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
定
例
相
談
は
毎
月
１
回

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
猪
苗
代
町
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時　

３
月
21
日（
水
）、

　

４
月
18
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

４
月
５
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

「税に関する習字」
展示しています
　猪苗代町納税貯蓄組合連合会では、
毎年、町内の小学校３年生から６年
生までの児童に、税について関心を
持ってもらうため「税に関する習字」
コンクールを開催しています。
　今年は合計 292 点の作品が寄せ
られ、厳正な審査の結果、各学年で
特選２点、準特選４点、佳作６点が
選ばれました。
受賞作品は、３
月下旬まで町役
場町民ホールに
展示しています
ので、ぜひ足を運んでください。
●問い合わせ先
　税務課　☎（62）2113

計
量
器

　NHK  BS プレミアムのテレビ番組「にっぽん縦断　こころ旅」
が福島にやってきます。同番組では「何気ない風景」「思い出
の風景」「忘れられない風景」「みんなに伝えたい風景」など、皆
さんのこころの風景を募集しています。皆さんの心にある忘れ
られない風景や景色を、エピソードを添えて紹介してください。
　　
●応募方法　番組ホームページ、手紙、はがき、ＦＡＸなど 
　で応募してください。
●応募内容　①住所、②名前、③電話番号、④性別、⑤年齢、
　⑥思い出の場所、⑦場所にまつわるエピソード（国内に限る）
●応募締め切り　４月 13 日（金）必着
※福島県の放送予定は 5 月 14 日（月）～５月 27 日（日）です。
　詳しくは、番組ホームページか役場町民ホールにあるチラシ
　をご覧ください。

■番組・応募に対する問い合わせは、ＮＨＫふれあいセンター
　☎ 0570（066）066（ナビダイヤル）　☎ 050（3786）5000
　FAX 03（3465）1327

「あなたのこころの風景」教えてください相　

談

掲
示
板
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いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

・
第
１
６
９
号
「
充
当
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
７
０
号
「
督
促
状（
延
滞
金
）

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

・
平
成
24
年
第
１
号
「
公
売
通
知
書

の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
２
号
「
繰
上
徴
収
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
３
号
「
平
成
23
年
度
国
民
健
康

保
険
税
第
５
期
督
促
状
の
公
示
送
達

に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
４
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
５
号
「
差
押
書
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
６
号
「
参
加
差
押
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
７
号
「
差
押
解
除
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
８
号
「
差
押
書
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
９
号
「
平
成
23
年
度
町
県
民
税

第
３
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
10
号
「
避
難
住
民
に
係
る
事
務

処
理
の
特
例
の
除
外
事
務
に
つ
い
て
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
11
号
「
避
難
住
民
に
係
る
事
務

処
理
の
特
例
の
除
外
事
務
に
つ
い
て
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
12
号
「
平
成
23
年
度
福
島
県
高

齢
者（
23
価
）肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
く
猪
苗
代
町
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
実
施
要
領
」

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
業
務
）

・
第
13
号
「
督
促
状（
延
滞
金
）
の

公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
総
務
課
行
政
管
理
業
務
）

公　

告

・
第
46
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

に
つ
い
て
」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
47
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
６
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
48
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て
（
第
６
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
49
号
「
猪
苗
代
町
都
市
公
園
の

供
用
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
」

（
建
設
課
都
市
整
備
業
務
）

・
第
50
号
「
抑
留
犬
公
告
」

（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

・
第
51
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

に
つ
い
て
」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町優良堆肥製造施設は「有機の里構想」を基に、資源循
環型農業の実現を目指し、町内で発生した家畜のふん尿、
生ごみや下水汚泥などのバイオマス資源を堆肥化した肥
料を皆さんに販売しています。

●現在販売している肥料（小袋についてはＪＡ中央店で
も購入できます）
●特殊肥料（牛ふん＋生ごみ＋もみ殻）の主要な成分含
有量などは次のとおりです。
　・窒素全量　1.1㌫　・りん酸全量　1.4㌫
　・カリ全量　1.6㌫　・炭素窒素量　20（Ｃ/Ｎ比）

　・水分約 43 ～ 45％
　製品の販売形態は、
　・バラ堆肥（１㌔㌘当たり 5 円）
　・ぺレット（15㌔㌘入り小袋：180 円）
　・バラ（10㌔㌘入り小袋：120 円）
●販売方法
　本年度も肥料を購入する人には、無料で配達と散布を
実施しますので、ぜひご活用ください。トラックの搬入
路や農地の状況（急傾斜地）などにより、配達や散布が
できない場合もありますので、ご了承ください。
●注文方法　町優良堆肥製造施設に電話またはファクス
でなどで注文してください。☎（85）8810（FAX 兼用）
●支払方法　ＪＡの口座引落しまたは役場の納付書でお
支払いください。詳しくは、町優良堆肥製造施設まで問
い合わせてください。
※現在販売する肥料の放射性物質の数値は、100 ～ 200
ベクレル／キログラム（以下 bq/kg）程度であり、農地
に利用できる範囲内となっています（セシウム 134、セ
シウム 137 合算値）。

【国の基準値　400bq/kg 以下は肥料として利用可能】

町の優良堆肥を販売します

１．22 年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口

（23 年 3 月末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
参考

21 年度の
人件費率

16,065 人
72 億

6,559 万
4 千円

1 億
2,837 万

8 千円

14 億
40 万
3 千円

19.27% 19.2%

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬などを含みます

２．23 年度　職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給　与　費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 期末・勤勉
手当

その他の
手当

計
（Ｂ）

150 人
5 億

6,936 万
3 千円

2 億
858 万
8 千円

9,565 万
3 千円

8 億
7,360 万

4 千円
582 万
4 千円

（その他の手当に退職手当は含んでいません。職員数は 23 年 3 月 31 日現在）

３．職員の平均給料月額と平均年齢の状況
区分 給料 扶養手当 調整手当 計 平均年齢

一般行政職 326,300 円 22,200 円 ― 348,500 円 43.3 歳
技能労務職 302,500 円 13,700 円 ― 316,200 円 55.7 歳

４．一般行政職の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額
区分 初任給 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 30 年

大学卒 172,200 円 277,200 円 331,900 円 405,182 円
高校卒 140,100 円 227,700 円 295,500 円 387,493 円

５．一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計標準的な
職務内容 主事 主事 主査 課長

主任主査 課長 課長

職員数（人） 4 8 57 29 6 1 105
構成比（％） 3.8 7.6 54.3 27.6 5.7 1.0 100.0

（注）１．町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

６．職員手当の状況
【１】期末・勤勉手当（24 年１月１日現在）

区分
支給期別支給率

計
６月期 12 月期

本年度 1.90 月分 2.05 月分 3.95 月分
前年度 1.95 月分 2.2 月分 4.15 月分

国の制度 1.90 月分 2.05 月分 3.95 月分
（注）ただし、24 年度から合計 3.90 月分となります。

【２】定年退職および勧奨退職に係る退職手当

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額 その他の加算措置
など

支給率 30.55
月分

41.34
月分

59.28
月分

59.28
月分

勧奨退職時４～８号給
一定率１年当たり２％

を超えない範囲内　
加算 20％限度

国の制度 30.55
月分

41.34
月分

59.28
月分

59.28
月分

一定率１年当たり２％
を超えない範囲内　

加算 20％限度
【３】その他の手当―１

特 殊 勤 務
手   　　当

（22 年度）

区分 全職種
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.0%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 30,836 円

手当の種類（手当数） ６

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当 児童福祉業務手当
職員に支給されている手当 税務等業務手当、現場作業手当、

児童福祉業務手当、健康指導業務手当
【４】その他の手当―２

時  間  外
勤務手当

支給総額 29,145 千円
職員１人当たり支給年額 188 千円

【５】その他の手当―３
区分 内容 国の制度との異同

扶養手当
（月　額）

配偶者    ・・・・・・・・・・・・13,000 円

同
子・父母など  ・・・・・・・・・・6,500 円
配偶者のいない職員の１人目    ・・11,000 円
16 ～ 22 歳の子（加算） ・・・・・・5,000 円

住居手当
（月　額） アパートなどの場合最高限度額・・27,000 円 異

通勤手当
（ 片 道 ２km 以 上

の場合・月額）

交通用具使用の場合・・・通勤距離により 2,300 ～ 45,800 円の範囲内
異

バス、電車の場合・・・・・・・運賃相当額

７．特別職の報酬などの状況
区　　分 給料月額など 区　　分 給料月額など

給

料

町　長 702,000 円
報
　
酬

議　長 289,000 円
副町長 593,000 円 副議長 234,000 円
教育長 556,000 円 常任委員長および

議会運営委員長 222,000 円
議　員 211,000 円

期
末
手
当

町　長 （23 年度支給割合）  
 6 月期   1.40 月分
12 月期  1.55 月分
        計　2.95 月分

期
末
手
当

議　長 （23 年度支給割合）  
 6 月期   1.40 月分
12 月期  1.50 月分
        計　2.90 月分

副町長 副議長
教育長 常任委員長および

議会運営委員長

議　員

8. 定員適正化計画

区分 基準年　19 年度
（19 年４月１日）

23 年度
（23 年４月１日）

予定　24 年度
（24 年４月１日）

職員数 195 人 172 人 177 人
増　員 ― ― ―
減　員 ― 23 人 18 人

９．定員の状況
部　　　　門 職員数 対前年増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議会（議会事務局） 3 0
総務（総務・企画・財政・戸籍・防災など） 31 0
税務（税の課税・徴収） 13 0
民生（高齢者・障害者・児童福祉など） 25 ▲ 1 欠員不補充▲ 1
衛生（廃棄物収集など） 11 0
農水（農林水産業振興） 13 0
商工（商工・観光振興） 8 0
土木（道路・住宅・公園整備など） 11 ▲ 1 欠員不補充▲ 1

特別行
政部門 教育（学校教育、社会教育、文化振興など） 30 ▲ 3 欠員不補充▲ 3

公
営
事
業

病院 0 ▲ 1 業務完了　▲ 1
水道（上水道） 9 0
下水道 5 0
その他（国保・介護） 13 2 業務増　　  2

合　　　　計 172 ▲ 4

公表します

町職員の給与
町職員の給与・定員管理などについて、町民の皆さん
に理解していただくため、給与の状況や定員適正化計
画の進捗状況などをお知らせします。

（特に記載がない場合は、23 年４月１日現在）
●総務課　行政管理業務　☎（62）2111

※ 23 年４月１日現在の数値は「地方公務員給与実態調査」および「定員管理調査」を基にしたものです。

トラックで運んだ肥料
を散布機（マニアスプ
レッター）に積み、農
地に散布している様子。
本年度も購入者への無
料配送と無料散布を実
施します。
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編
集
後
記

　  法テラスの被災者専用
　  フリーダイヤルに相談

　日本司法支援センター（法テラス）
では、昨年 11 月から「震災法テラ
スダイヤル」を開設しています。二
重ローンや相続など、被災者が直面
する法的な問題について各種法制度
や相談場所を電話で紹介します。
●震災法テラスダイヤル
　☎０１２０－０７８３０９
●業務時間

平　日：午前９時から午後９時まで
土曜日：午前９時から午後５時まで
その他のご相談（借金・離婚・相続
など）は法テラスサポートダイヤル
☎ 0570 － 078374
日本司法支援センター福島地方事務
所（法テラス福島）
☎ 050（3383）5540

　 引っ越しが増える季節
　 「引越相談所」に相談を

　引越シーズンのピークとなる３月、
４月の 2 カ月間、トラック事業者
の団体である県トラック協会では、
引越相談所を開設し電話などによる
相談に応じています。引っ越しにつ
いて分からないこと、教えてほしい
ことなどがありましたら、ぜひ引越
相談所へご連絡ください。　
●相談受付時間
平日の午前 9 時から午後 4 時まで
ファクスは終日受け付けます。
問県トラック協会会津支部
　☎（24）4855　FAX（25）2199
　県トラック協会郡山支部
　☎ 024（963）0780
　FAX 024（963）0781

　  相続・遺言・後見など
　  公正証書作成の相談に

　会津若松公証役場では、無料公証
相談を実施します。下記の内容につ
いて、皆さんからの相談に無料でお
答えします。
①公正証書の作成についての相談
　相続、遺言、財産管理等委任契約、
　任意後見契約、その他の契約など
②私文書や会社定款の認証について
　の相談
③確定日付の付与についての相談
●開催日時　4 月 16 日（月）、17 日

（火）、19 日（木）、20 日（金）の 4 日間。
午前９時から午後７時まで。

（要予約、昼休みを除く）
●開催場所　会津若松公証役場
問会津若松公証役場　☎（37）1955

暮らしの情報広場

　  国家公務員国税専門官
　 採用試験を実施します

　仙台国税局では、税務のスペシャ
リ ス ト と し て 活 躍 す る バ イ タ リ
ティーあふれる税務職員を募集して
います。仙台国税局に採用されると、
税務大学校で研修を受けた後、仙台
国税局管内（東北６県）の税務署に
配属されます。
●受験資格
１．昭和 57 年 4 月 2 日から平成３
年 4 月 1 日生まれの人
２．平成３年４月２日以降生まれの
人で次に該当する人
①大学を卒業した人および 25 年３
月までに大学を卒業する見込みの人
②人事院が①に掲げる人と同等の資
格があると認める人
●受験申込受付期間
１．インターネットでの申し込み
　４月２日（月）午前９時から４月
12 日（木）【受信有効】
２．郵送もしくは持参での申し込み
　４月２、３日（月、火）の 2 日間
※受付期間が短いので注意
●受験申し込みの注意点
１．受験を希望する人は、原則とし
て人事院あてにインターネットで申
し込みをする。
インターネット申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

２．インターネットで申し込みがで
きず、郵送または持参する場合は、
最寄りの税務署、仙台国税局人事第

二課または人事院東北事務局に受験
申込書を請求してください。詳しく
は下記まで問い合わせてください。
問会津若松税務署　総務課
　☎（27）4311（代表）
　仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎ 022（263）1111（内線 3236）

　  国家公務員採用総合職
　  試験を実施します

　人事院では、国家公務員採用総合
職試験および一般職試験（大学卒業
程度）を実施します。
●総合職試験
　インターネットでの受付期間は 4
月２日（月）から 4 月９日（月）まで。
インターネットで申し込みができ
ず、郵送または持参する場合は、4
月２、３日（月、火）の両日（通信日
付印有効）です。第１次試験は４月
29 日（日）に実施します。
●一般職試験
　インターネットでの受付期間は 4
月 10 日（火）から 4 月 19 日（木）ま
で。（郵送の場合は 4 月 10 日（水）
の通信日付印有効）インターネット
で申し込みができず、郵送または持
参する場合は、4 月 10、11 日（火、
木）の両日（通信日付印有効）です。
第１次試験は６月 17 日（日）に実施
します。※詳しくは下記まで問い合
わせてください。
問人事院東北事務局　第二課
　試験係　☎ 022（221）2022
　人事院ホームページ
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/ 
　saiyo.htm

Life Information

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 24 年１月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎スキー・スノーボードの盗難が多発する時期です。
チェーンロックなどで盗難被害に遭わないように自主
防犯に努めましょう。

◎うっすらと雪が積もっていても路面は凍結している
場合があります。
◎特に下り斜面では、速度を十分に落とし、車間距離
を取りましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 24 年 平成 23 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 ５ 11 -6     -54.5
磐 　 梯 　 町 3 3  0 　    0.0
裏 　 磐 　 梯 2 0  2

　　　計 10 14 -4     -28.6

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
24 年 23 年 24 年 23 年 24 年 23 年

窃盗犯計 3 5 2 3 3 2
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし
倉庫荒らし
侵入盗その他 1
置引き 1
車上ねらい 1 1
部品ねらい
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 2
職場ねらい 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 1 3 1 1 1 1
非侵入盗その他 1 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊

その他の刑法犯 1
総　計 4 5 2 3 4 2
増　減 -1 -1 2

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 10 9 3 1 0 0
増　　減 1 2 0
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お知らせ募　　集 お悔やみ申し上げます
（1 月 15 日～２月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

大坂ナオミ 80 元浩 川桁

齊藤喜代美 84 喜代美 上ノ上

薄井金二郎 67 金二郎 新北町

関澤ハツ子 82 孝夫 夷田

吉野　久江 85 久江 関脇

本田冨美子 86 修一 今泉

神　　禮子 82 禮子 川桁

大坂　　正 97 正明 新屋敷

佐藤　鶴與 79 憲雄 川桁

赤埴　マサ 88 マサ 神明町

小板橋ツマ 89 俊憲 見禰

稲村ヒサ子 79 重一 新堀向

渡邊　太市 86 敏彦 高森

遠藤　良武 85 良武 中の沢

渡部　光雄 86 利輝 新北町

三瓶チエコ 84 チエコ 桜ケ丘

菅野　　輝 71 信 土田

飯山ヨシ子 83 義昭 新北町

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。
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  　必ずチェック最低賃金
　  働くすべての労働者に

　最低賃金は常用・臨時・パート・
アルバイトなどの名称にかかわら
ず、県内の事業場で働くすべての労
働者に適用されます。
　

（注）一部に適用除外業種や業務が
あります。詳しい内容については、
下記に問い合わせてください。
問福島労働局賃金室
　☎ 024（536）4604
　会津若松労働基準監督署
　☎（26）6494

最低賃金件名 最低賃金額
１時間

効力発生
年月日

福島県最低賃金
（ 下 記 の ５ 産 業

を除く全産業）
658 円 平成 23 年

11 月２日

非鉄金属製造業 770 円 平成 24 年
１月 19 日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

724 円 平成 24 年
１月 19 日

輸送用機械器具
製造業 758 円 平成 23 年

12 月 16 日
計量器・測定器・
分 析 機 器・ 試 験
機・ 測 量 機 械 器
具・理化学機械器
具、時計・同部品、
眼鏡製造業

757 円 平成 23 年
12 月 18 日

自動車小売業 754 円 平成 23 年
12 月 15 日

町の人口

  今月の納期
（納期限３月 25 日）

● 上 下 水 道 使 用 料　 

　　　　　　　　３月分

 24 年２月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　15,844 人
　　世帯数　　　  5,001 戸
　　出生　  6 人　  転入　 28 人
　　死亡　18 人  　転出　 12 人

相　　談



Our  Museum
みんなの美術館

３月は吾妻小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　骨を丈夫にするポイントは「食事」「運動」「日光浴」です。カルシウムを摂取しながら、冬の間に休
んでいた運動を再開させて骨を強くしましょう。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 178

【材料】８個分
もち米  300㌘・スキムミルク  大さじ４・練りあん  120㌘・
きな粉大さじ１・黒すりごま  大さじ１

【作り方】
① 炊きあがったもち米にスキムミルクを入れて 10 分ほど
蒸らします。出来上がったものを温かいうちにすりこぎで
潰します。
② ①と練りあんを８等分にします。
③ 水でぬらした手の上に生地を丸く広げ、あんをのせて
包みます。４個にはきな粉を、残りの４個には黒すりごま
をまぶします。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 193㌔㌍、カルシウム
44㍉㌘　※カルシウムが豊富と言っても、食べすぎは禁
物です。「食べたら動く」これが大切です。
≪おはぎ１個を消費する運動≫
ゆっくりウォーキング  125 分、速足ウォーキング  50 分、
階段昇降  50 分

スキムミルク・きな粉・ごまでカルシウムを取ろう

２色おはぎ
（骨粗しょう症予防）

書道「白い大地」

「大」の右のはらいや「地」の縦の線の入り
方などに気をつけて書きました。この 2 文
字を大きくしっかり書くことで、バランス
が良くなりました。全体的にまとまったと
ころが気に入っています。

大堀愛
ま

菜
な

さん（４年）

「モチモチの木」

物語の中で、灯のついたモ
チモチの木を見上げている
場面を描きました。細かい
点で幹の部分を描いている
ので、色の変化に気をつけ
ました。きれいな模様の月
がお気に入りです。小板橋杏

あ

美
み

さん（３年）


